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行政刷新会議(第 14回)議事要旨

1. 日時

平成22年 11 月 26 日(金)20:20~21:03

2.場所

総理官邸4階大会議室

3.出席者

{議長}鷲 直人 内閣総理大臣

[副議長]~童紡 内閣府特命担当大箆(行政刷新)

【議員}仙谷 E詩人 内閣官房長官

野郎佳彦 財務大臣

片山誉博 総務大臣

加藤秀樹 行政刷新会議事務局長

草野忠義 財団法人連合総合生活開発研究所狸事長

茂木友三郎キッコーマン株式会社代表取締役会長CEO

【担当政務官・総理補佐官】

濁田康1専 内閣府大臣政務官
寺倒学 内閣総理大陸補佐官

4.議事

O事業仕分け第35車(後半)の評価結果等について

O独立行政法人の事務・事業の見直しについて

〔議事の経過]

1 会議の露援に管議長及び護助副議長から挨拶があった。

(菅議裳挨拶のポイント)

O 事業仕分け第3弾も終了し‘これから成果を具体的な形!こする殺階がきたと忍って

いる。事業仕分けについて閣議決定を否定しているといった指摘がなされているが、

事業仕分けは政策そのものを判断する場ではなく、政策を祭事草する上で税金が然駄に

。
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使われていないかを議論するものである。

O 事業イ士分けで出された結論については、関係大臣が目的をどのように逮成していく

のかよく議論し、事業仕分けの成果を予算編成の中で活かしていただきたい。国民に、

事業仕分けは効果があると評価されるよう、予算に反映すべく、私自身も頑張ってま

いりTこい。

(蓮紡富IJ議長挨j:~のポイント)

O 先遜実施した再仕分けは、本来iま行う必要がないこたが望ましいものである。しか

しながら、これまで前例踏襲といった予算編成において見直すべき点が残っていたこ

とから、事業を達成するための効率性を議論し、この政府ならば税金の浪費がないと

信頼されるまで行政刷新会議でしっかり克ていくことが大切だと思っている。この再

仕分けの評価結果をどのように予算案に反映させるかが重姿であり、ご議論いただき

たい。

O もう一つの議題は、今年4月に行った事業仕分け第2弾等の評価結集を踏まえ、各
府雀の積綴約な強力を得て、独立行政法人の全ての事務園事業を洗い出し、必要かど

うか、効率的かどうかを3整理したものである。独立行政法人の制新に向けてご議論い
ただき、ここまで到達した改革をさらに進めていきたいと怒っている。

2 審議の効率化を留り、意見交換の時簡を確保するため、 2つの議事の説明"意見交換

を併せて行うこととし、最初に、事業仕分け第35単後半(再仕分け)の評価結果等につ

いて、加藤局長から説明した。

(加藤事務局長説明のポイント)

O 事業仕分け第3弾後半では、合計 112事業の仕分けを実施した。その評価結果の内

訳l立、「廃止Jが23、f予算計上の見送りjが15、『予算要求の縮減Jが19、「見直しj

が 28、f資産の濁庫返納等jが2、fその他jが1である。合計i玄関となるが、複数

の事業をまとめて評価したり、一つの事業を制度・予算筒箇で評価したものもあるた

め、事業数とは一致しない。

O 例えば、 A-19の「総会特区推進調整費Jでは、「閣議決定された新成長戦略に位

霞付けられており、仕分けの対象にしたことは潤題j との批卒.Ijがあった。対象とした

のは、総合特区制度の是非を論じるためでなく、推進するための手段として 820億円

もの巨額の予算をf調繋費」として計上しておくことの妥当性を検読するためである。

事業の積算根拠が明らかでなく、調整資の必要額の合理性が不明確であることから、

総合特区の護軍基性は認めるものの、現状の要求内容では、f来年度の予算計上は見送りj

との結論となったものである。

続いて、蓮筋大陸から発言があった。

内。



(蓬紡大陸発言のポイント)

0 蒋仕分けの評{箇結果等の取扱いについて、私から提案させていただく。

公開の場での蒋仕分けの対象となった事業については、評価結果も踏まえ、必要

な見直しを行うこととし、平成23年度予算編成過程において、内閣が…体となって

結論を得るものとしたい。

前回の会議において決定した、平成23年度概算要求への反映が不十分と見られる

96の事業については、関係府省・昔日局に対し、平成23年度予算編成過程において、

広〈箇民に対する説明愛任を果たしつつ、適切な対応を行うことを求めている。

今回の事業仕分け第3弾においても、過去に行政刷新会議で決定した横断的な見

直し事項と同様の課題が見受けられたので、平成23年度予算編成過程においても、

事業仕分けの対象とならなかった事業について、過去の会議決定で示した方向性を

参考に、横断約に事業の見直しを行う必要がある。

これらの点については、各大臣は、変定大箆の立場から積極的に対応していただ

く必要がある。

O 然駄の板絶には、まだ時摘を婆するものと考えており、事業仕分け第3組後半の最
後に 事掌枠合I十の潔41'.. }!ういう形でパージ司ンアヴプが予告書2か土いう特別ヤη

ションを隠催した。その中では、これまでの事業仕分けの経験を踏まえ、今後の予算

執行のチェックや事業仕分けのあり方などについて、自由に意見交換を行ったところ

であり、その模様lま、参考資料4に示している。私としては、統存の予算執行のチェ

ック機関とどのような連携を取っていけるのか、各府雀の努力とどのように遼携して

いけるのかをしっかりと議論して、方向性を示していきたいと考えている。

O 特別会計仕分け及び再依分けを包的として設置した今回のワーキンググループにつ

いては、その役割を終えたところであり、資料1-2のとおり、終了させていただき

たく思うので、あわせてご決定をいただきたい。
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